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令和３年度活動報告
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令和３年度の活動

○フレイルチェック講座の実施
（感染拡大の状況をみながら、深堀チェックを６月から実施）

○フレイルチェック講座後のハイリスク者への

専門職による支援

○介護予防センターでの紙面・動画による情報

提供
コロナ禍でのフレイル予防の啓発として、紙面・動画による

情報提供を継続して実施

○フレイル予防サポーターとの連携によるフレ

イル予防の啓発活動の実施
２
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①（コロナ禍での）フレイルチェック講座の実施状況

時間目安 内容 担当

２５分

導入（同意書の説明，
記入）
フレイルとは
簡易チェック
・噛む力
・測定の説明

説明者１

３０分
【深掘りチェック】

測定
・立ち上がり
・握力
・体組成計
・下腿周囲径

２５分

深掘りチェック（質問
票）
ガイドブック（アクション
シートの記入）

説明者２

５分 アンケート

５分 データ回収

全体で約９０分

時間目安 内容 担当

２分 主催者挨拶

１７分 導入（同意書の説明，記
入）
アイスブレイク
フレイルとは
指輪っかテスト
イレブンチェック

説明者１

２０分 ハンドブックの説明

ガイドブック（アクションシート
の記入）

説明者２

３分 アンケート

３分 データ回収

全体で約４５分

説明だけではなく参加者
が楽しめるよう、体操等
を取り入れる

パタカテスト
は行わない

＜部分フレイルチェック＞ ＜ミニフレイルチェック＞

〇令和3年度は6月より2つのパターンで，各施設収容人数の半数を定員として実施。



★令和３年１２月末時点★

実施回数：３９回
参加人数：４５５名

うち新規参加者：２５１名
リピーター：２０４名

〇参加者の約半数は新規参加者だ
った。
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主催 回数

拠
点
型

介護予防センター 6

地域包括支援センター 18

老人福祉センター 2

出前型（サロン等） 13

①フレイルチェック講座の実施状況



令和３年6月～１２月末までにフレイルチェックを受けた４５５名の
うち、フレイルのリスクが高い人は４９名（１１％）だった。

赤シールが多かった項目

イレブンチェックの中では、
〇問８ ：昨年と比べて外出の回数が減っていますか
〇問１１：何よりもまず、物忘れが気になりますか
〇問７ ：ほぼ同じ年齢の同姓と比較して歩く速度が速いと思いますか
〇問１０：自分が活気に溢れていると思いますか
〇問２ ：野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎日２回以上は食べて

いますか

深掘りチェックの中では、
○社会参加の中の「人とのつながり」
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①フレイルチェック講座の実施状況

※赤字下線は，R2においてもR1より増加した項目

※参考（令和2年度実績）
参加者数451名
⇒フレイルリスクが高い人75名（16.6％）
⇒応援プログラムを利用した人24名

コロナ禍でも社会参加の機会を減らさ
ない働きかけ，啓発が必要



②フレイルチェック講座後のハイリスク者支援の状況

＜フレイル予防応援プログラム＞

6月から12月に実施したフレイルチェックで低栄養・口腔機能低下・運動機能低下のフレイル
のリスクが高い49名のうち，要介護・要支援認定者および事業対象者11名を除く38名に事業説
明を行ったところ，専門職支援を希望したのは５名となった。

１ 利用者状況（性別・年齢別）

年齢区分（歳） 男 女 総計 (人)

６５～７４ ０ １ １

７５～８４ １ ０ １

８５～８９ １ １ ２

９０～９４ １ ０ １

総計 ３ ２ ５
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２ 専門職による支援の状況

参加を希望した５名のうち、２名が運動機能、２名が運動機能と栄養面に
関して、専門職（リハビリ専門職，栄養士等）から支援を受けている。１名
は今後初回面談予定。



【参考】ハイリスク者のスクリーニングとプログラムの流れ

ハイリスク者のスクリーニング

フレイルチェック講座や地域包括支援センターでの相談等で，低栄養・口腔機能・運動機能低下がみられフレイルの
リスクが高い人のうち，プログラム参加希望者

初回面談（地域包括支援センター）

対象者の心身の状態に合わせ，フレイル予防のための具体的な行動計画（アクションプラン）を作
成。

継続支援（リハビリ専門職，管理栄養士，歯科衛生士）

アクションプランの実践に向けた具体的な取組について専門職がアドバイスを行う（各専門職 2回
まで）。

評価面談（地域包括支援センター）

初回面談から約３か月後に，アクションプランの実践状況や初回との変化 (改善状況 )，今後の過
ごし方などについて確認を行う。

評価面談から約３か月後（地域包括支援センター）

電話等による状況確認。次年度のフレイルチェック等の案内

約

3

か
月
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②フレイルチェック講座後のハイリスク者支援の状況



③介護予防センターの紙面・動画による情報提供
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↑
健康づくり・介護予防講座の動画
配信「かしわ地域まるごと健康ち
ゃんねる」
※再生回数約5700回

←紙面による健康づくり・介護予防
講座「マキコム」
※発行部数15,229部

○感染拡大防止を念頭に，対面でない方法での情報提供を実施しました。



④フレイル予防サポーターとの連携によるフレイル予防の啓発活動
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④フレイル予防サポーターとの連携によるフレイル予防の啓発活動



④フレイル予防サポーターとの連携によるフレイル予防の啓発活動
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令和４年度の活動
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令和４年度の活動

○フレイルチェック講座の実施
※活舌（パタカ）の再開

○フレイル予防サポーターとの連携によるフレ

イル予防の啓発活動の実施

○フレイルチェック講座後のハイリスク者への

専門職による支援

○【新規】モデル地域における、サロン・通い
の場等でフレイルチェックの集中的実施
※高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業におけるポピュレーショ
ンアプローチとして実施
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